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定

例

会

概

要

定

例

会

概

要

美
郷
町
議
会
議
長

澁
　
谷
　
俊
　
二

　

令
和
２
年
は
、雪
の
少
な
い
年
明
け
と

な
り
、穏
や
か
な
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、平
素
よ
り
議
会

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。議
会
も
研
鑽

を
重
ね
、活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
、町
内
各
地
域
に
出

向
き
、議
会
活
動
の
報
告
や
政
策
に
対

し
町
民
の
声
を
伺
う
た
め
「
住
民
と
議

会
と
の
懇
談
会
」を
毎
年
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。平
成
30
年
ま
で
に
町
内
１
１

８
行
政
区
す
べ
て
を
回
り
終
え
、昨
年
は

新
た
な
試
み
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
農
協
・
商

工
会
女
性
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。議
会
へ
の
提
言
、町
へ
の
要
望
等
、

立
場
立
場
で
の
考
え
や
意
見
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、新
た
な
議
会
の
方
向
性
を

教
え
ら
れ
た
意
義
の
あ
る
意
見
交
換
会

で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
開
催

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
元
号
も
平
成
か
ら
令

和
と
改
ま
り
、町
も
合
併
15
周
年
と
慌

た
だ
し
い
１
年
で
し
た
。ま
た
全
国
町
村

議
会
議
長
会
は
、創
立
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。去
る
11
月
13
日
、東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
63
回

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
」で
は
、東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
大
規
模
自
然

災
害
か
ら
の
復
旧
及
び
大
規
模
災
害
対

策
の
確
立
・
町
村
財
政
の
強
化
・
議
会
の

機
能
強
化
及
び
多
様
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
の
環
境
整
備
等
28
事
項
、さ
ら
に

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
９
地
区
の
要
望

書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
今
、基
本
条
例
や
常
任
委

員
会
の
充
実
、政
策
の
提
言
な
ど
、様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。開
か
れ

た
議
会
、親
し
み
や
す
い
議
会
を
め
ざ
し

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
が
町
民
の
皆
様
方
に
と
って

最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

施設名 指定管理者
住民活動センター

特定非営利活動法人みさぽーと屋内スポーツ館
歴史民俗資料館
千畑温泉サン・アール

あきた美郷づくり株式会社

六郷温泉あったか山
湯とぴあ雁の里温泉
宿泊交流館ワクアス
道の駅雁の里せんなん
手づくり工房湧子ちゃん
ニテコ名水庵
観光案内休憩所清水の館
名水市場湧太郎
あったか山直売所 美郷町あったか山直売所運営協議会
アクティセンター 株式会社美郷の大地堆肥センター

12月
定例会

議決

28件

ご 

挨 

拶

　
12
月
定
例
会
を
、
12
月
２
日
か
ら
11
日
ま
で
10
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
。
審
議
し
た
議
案
は
、
人
事
案
件
に
対
す
る
同
意
、
各
種
条
例

の
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
28
件
。
そ

の
全
て
を
、
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
陳
情
は
３
件
を
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

９
７
２
７
万
７
千
円

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

４
１
７
万
２
千
円

条
例

指
定
管
理
者
の
指
定

役
場
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
改
修　

１
２
９
８
万
５
千
円

内
田
議
員　
保
護
装
置
の
設
置
や
耐
震

強
化
と
い
う
こ
と
だ
が
、
長
寿
命
化
も

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
工
事
内
容
は
、
人
身
事
故

防
止
、
地
震
等
の
機
械
の
破
損
防
止
、

閉
じ
込
め
防
止
等
で
あ
る
。
こ
の
工
事

に
よ
り
、
結
果
的
に
長
寿
命
化
に
つ
な

が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

総
合
体
育
館
エ
レ
ベ
ー
タ
改
修

１
３
９
２
万
１
千
円

　

保
護
装
置
の
設
置
や
耐
震
強
化
な
ど

小
学
校
設
備
改
修　
　

１
０
０
３
万
７
千
円

　

３
小
学
校
の
防
火
設
備
改
修

中
学
校
設
備
改
修

　
　

９
６
６
万
３
千
円

　

防
火
設
備
改
修
と
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保

護
装
置
設
置
な
ど

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備　
　

１
２
５
８
万
４
千
円

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕
ほ
か
フ

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
備
品
購
入

温
泉
施
設
改
修　
　

７
９
３
万
３
千
円

　

千
畑
温
泉
サ
ン
・
ア
ー
ル
の
サ
ウ
ナ

室
ガ
ラ
ス
を
交
換
、
六
郷
温
泉
あ
っ
た

か
山
と
湯
と
ぴ
あ
雁
の
里
温
泉
の
浴
室

天
井
な
ど
を
塗
装

細
井
議
員　
町
内
３
温
泉
の
工
期
と
休

館
予
定
は
。

熊
谷（
良
）議
員　
単
年
度
決
算
の
国
民

健
康
保
険
だ
が
、
余
り
を
税
の
値
下
げ

等
に
回
し
た
り
せ
ず
、
継
続
性
の
あ
る

運
営
を
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

美
郷
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
と
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
制
定

泉
議
員　
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
職
員
の
人
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

期
末
手
当
の
支
給
対
象
者
数
は
。

総
務
課
長　
職
員
の
総
数
は
２
０
０
人

程
度
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
は
半
数
ぐ

ら
い
に
な
る
。
規
則
の
詳
細
は
こ
れ
か

ら
詰
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
期
末
手

当
支
給
者
数
に
つ
い
て
は
未
だ
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。

交
通
指
導
員
条
例
と
防
犯
指
導

員
条
例
の
廃
止

内
田
議
員　
交
通
指
導
隊
員
と
防
犯
指

導
隊
員
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る

こ
と
で
、
今
後
の
隊
員
の
報
酬
、
業
務

内
容
、
募
集
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　
業
務
内
容
、
職
務
、

制
服
や
装
備
品
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

現
行
と
同
じ
。
報
償
費
は
、
現
行
の
金

商
工
観
光
交
流
課
長　
六
郷
温
泉
あ
っ

た
か
山
と
湯
と
ぴ
あ
雁
の
里
温
泉
の
工

期
は
７
日
間
か
ら
10
日
間
で
あ
り
、
そ

の
間
、
休
業
す
る
こ
と
に
な
る
。
千
畑

温
泉
サ
ン
・
ア
ー
ル
の
工
期
は
１
日
な

の
で
、
休
業
日
に
合
わ
せ
て
工
事
を
実

施
し
た
い
。

農
村
整
備
費
・
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
返
還
金　
　

２
５
９
万
５
千
円

熊
谷（
隆
）議
員　
事
業
団
体
が
活
動
を

し
な
か
っ
た
か
ら
返
還
さ
れ
た
の
か
。

農
政
課
長　
通
常
の
活
動
は
行
わ
れ
て

い
る
。
持
ち
越
し
金
を
精
査
し
た
と
こ

ろ
、
返
還
が
生
じ
た
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
、

左
記
の
業
者
に
管
理
を
委
託
す
る
。

福
祉
保
健
課
長　
継
続
性
の
あ
る
運
営

を
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

額
を
ベ
ー
ス
に
検
討
し
て
い
く
。
隊
員

募
集
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
隊
員
に
引

き
続
き
お
願
い
し
て
い
く
。
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議員

意見　グリーンベルトや横断歩道の
設置など、子どもの安全確保に取り組
んでほしい。

意見　通学バスのバス停が遠す
ぎるのではないか。夏は自転車通
学、冬はバス通学という人の中に
は、夏もバスに乗せてほしいという
声もある。

質問　町のイベントや祭り等の
情報発信に、防災無線を使え
ないか。

　　　目的外の使用は難しい。

質問　風が強い時は、防災無線が聞
こえにくい。どうすればよいか。

　　　防災メールや町ホームページ
で情報確認を。防災メールに登録して
ください。

意見　ＰＴＡ活動で町の施設を
使用する際、利用料を免除して
もらえないか。ＰＴＡへの支援を
充実させて、それを町のアピール
点にすればよい。

①美郷町PTA連合会
議会との意見交換会

　平成30年度に「住民と議会との懇談会」が一巡したため、新た
に「議会との意見交換会」を行うことにしました。

ＰＴＡ・スポ少

意見　スポ少が活動できる場所を
増やしてほしい。屋内スポーツ館は利
用者が多く、特に冬場は練習場所を
確保するのが難しい。クロスカントリ
ーの練習では、夏場に雄物川河川
敷を利用している。美郷町内に活動
できる場所がほしい。

日時：令和元年10月24日　　場所：飛翔館　　参加人数：住民13名
担当議員：森元淑雄、髙山茂雄、細井邦男、熊谷良夫、
　　　　　鈴木良勝、藤原政春、鈴木正洋、澁谷俊二

意見　町ホームページの空き家情報が使いにく
い。知人の家探しを手伝ったが、結局、大仙市と
横手市の物件を紹介した。今の時代は、ネット上
に情報がないと選択肢にすら上らない。特に賃
貸物件の情報が少ない。

　　　美郷町の良い物件は、すぐに売れてしまう
ということもあるだろう。

安全
意見　クマの出没情報は、できるかぎ
り場所を限定して、速やかに配信して
ほしい。

住まい

意見　通学バス利用に関する距離などの基準
について、町担当者の対応が曖昧だと感じた。
基準の変更には、保護者との調整の場が必要
でないか。

　　　所管事務調査で確認する。
　　　　　※11ページ参照

通学バス

意見　大家族で暮らしていた昔の生
活様式に戻せば、子育てもし易くなる。
若い人が高齢者を支えるという考え
方に切り替えて、生活様式を見直せ
ばよい。

質問　美郷町に住んで良かったと思えるメリット、他
市町村より良いところが分からない。町の良いところ
をアピールしたいのに、説明できない。

　　　美郷町は災害の少ない町。

質問　住みたいと思う魅力に乏しいから、人口が減
るのではないか。

　　　移住定住については、研修視察で訪問した
他自治体の取り組みなどを参考にして、政策提言
を行っていくことが大事だと考えている。観光につ
いては、３月に新しい観光振興計画が策定された。
今後は、通過型観光から滞在型観光に切り替わり、
経済活性化が図られる。

議員

議員

議員

議員

議員
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②商工会女性部・農協女性部
議会との意見交換会

意見　宅内から防災無線が聞こえない。防災無線
と同じ内容をFMラジオで放送してみてはどうか。
また、防災に関する情報が少ない。

　　　電話とホームページで防災無線の内容が
確認できる。ぜひ活用してほしい。

防　災

活性化

質問　地域に仕事がないため、少子化、高齢化が進んで
いる。対策が必要ではないか？
人口減少になると税収も減少する。
町の事業の優先順位を考えるとよいのでは？

　　　毎年３００人くらい減っている。大変な問題だ。隣接
市町の協力が必要だと思っている。広域連合のようなもの
も考えていかないといけない。勉強をして大学を出ても地
方には活かせる仕事がない。２町１村や２市１町の議員交
流会をしているが、もっと大きい枠組みが必要だ。

質問　女性の活躍も期待されているが、議員が魅
力のあるものでないといけない。議員定員を削減し
て報酬を上げるべきではないか。
なぜ議員になったのか、町に求めることと、これまで
の達成度はどのくらいか。

　　　住民の声を町に届けたいと思った。一般質
問で取り上げて実現したこともある。（それぞれが答
えた）

意見　団体間の交流が必要なのではないか。同じ
町なのに派閥や疎外感を感じる。

　　　団体間の交流が活発になると、美郷町が活
性化する。

将　来

日時：令和元年11月26日　　場所：飛翔館　　
参加人数：住民22名
担当議員：伊藤福章、泉美和子、村田薫、深澤均、内田清文

質問　まちづくり団体同士や活躍している人同
士の交流会があれば、もっと活性化するので
はないか？

　　　まちづくり団体のCDMや商工会に入っ
てみてはどうか。

皆様から頂いたご意見を参考に町への提言を行ってまいります。

御礼

議員 質問　農業の将来が心配だ。農業の活性化が必
要ではないか。後継者問題もある。

　　　小規模農家でも生活できるような、対策を
考えていきたい。基盤整備や複合経営など農業の
環境も変わってきているので、それに合わせた対策
を検討しないといけない。

議員

議員 議員

議員

議員
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◆調査内容◆調査内容

◆調査内容

ふるさと納税の返礼品について
〔企画財政課〕

災害時の職員の初動体制について
〔総務課〕

新築木造家屋住宅の評価基準について
〔税務課〕

　危険空き家の状況と対策について
〔住民生活課〕 ◆意見

詳しく調査！

Report

所管事務
調 査

総務常任委員会

令和元年11月5日に
所管事務調査を実施しました。

寄付者の利便性の向上を

　返礼品は、総務省の基準により寄付金
額の３割以内となっている。当町では、
現在61件扱っている。公募により、さ
らなる拡充が図られたことで、寄付件数
が大幅に増えた。令和元年度は、「楽天
ふるさと納税」のホームページに美郷町
のページを新たに開設し、周知に努めた。

　寄付者の利便性の向上を図るなどして、
適切に事業を継続してほしい。

実務訓練を通し初動体制の
確立に努めよ

公平かつ適切に評価し
課税を

所有者の責任で空き家
の抑止を

　地震発生時または風水害発生時の配置
基準と配備体制のマニュアルは完備され
ている。災害警戒本部、災害対策部は役
場に設置される。気象予報や現場状況な
どから災害の事前情報収集に努めている。
福祉避難所は、ワクアスに指定している。

　災害時の職員の初動体制については、
今年の台風19号の実務をもとに訓練を
しており安心した。自治会や地域の自主
防災組織と連携しながら効果を出してほ
しい。

　町では、電算システムを導入し、評価
を行っている。各部屋のほか、外壁や内
壁の面積も算出されているため、「施行
量の多少」などの補正係数の計算が容易
にできる。当システムは全国で650以上
の自治体で採用されている。県内では、
当町のほか６自治体が使用している。

　現在、空き家台帳に228件の空き家が登
録されている。危険と思われる空き家は
26件ある。平成30年度に危険空き家解体
補助金を50万円にした。空き家解体に必
要な資金の融資制度を設けている。
　空き家所有者に対し、適正に管理するよ
う年２回通知を出している。

◆意見

◆意見

　家屋評価の基準に関する法令等の内容
について、十分に理解されている。家屋
評価の算出にあたっては、電算システム
の導入により、公平性が担保されていた。
引き続き適正に評価、課税されることを
望む。

　所有者に適正な管理を望む通知をし
ているが、危険空き家の抑止に繋がる
ようさらなる努力をしてもらいたい。

◆意見

◆調査内容

返礼品の一例

バリアフリー化されたワクアスの浴室
電算システムを使用
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◆調査内容

　災害発生時の備蓄品について
〔住民生活課〕

通学バスの運行状況について
〔教育総務課〕

詳しく調査！

Report

所管事務
調 査

教育民生常任委員会

夏季災害の暑さ対策が必要

　保管場所は、速やかに供給できる体制
の確保と被災リスク分散の観点から、町
内５箇所に備蓄している。
　備蓄品は、定期的に点検を行い、消費
期限前に活用している。期限後の水につ
いては、トイレ等その他に利用出来るた
め廃棄せず保管している。これまで粉ミ
ルクを備蓄していたが、令和元年５月か
ら液体ミルクへ変更した。
　自主避難の場合は、自分の食料品等を
持参するのが原則。平成29年の大雨災
害以降、備蓄品を使う機会はないが、消
費期限等を考慮して随時補給している。

利用基準を明確に

　運転業務は業者と３年間の委託契約を
結んでおり、業者側で勤務や健康の管理
をしている。これまで事故報告はない。
　バスの利用対象者は小学生３km以遠、
中学生は夏季６km以遠、冬季４km以遠、
こども園児は700ｍ以遠としている。距
離は公用車による実測で確認している。
　児童の体力維持のため、夏季は学校手
前１kmで降車させ、歩かせている。

高齢者支援について〔福祉保健課〕
　高齢者生活支援サービス事業は、軽度生活
援助、雪下ろし等、配食サービス、ふれあい
安心電話、高齢者生活支援ハウス等の事業を
行っている。また相談事業としては、総合相
談支援、認知症カフェ、地域住民グループ支
援等を行っている。

◆意見
　備蓄品は、消費期限に合わせてよく管
理されている。
　夏季避難所は、暑さへの対策が必要で
はないか。必要な備蓄品等の検討など、
対策を講じられたい。

　バス運転手の健康管理は、町でも検診
結果をチェックしてほしい。
　通学バスは、距離が数メートル違うだ
けで、利用出来ない児童生徒がいる。保
護者と丁寧に話し合ってほしい。

いじめ対策、不登校児童・生徒への
対応について〔教育推進課〕

〈いじめ対策〉
　平成29年３月、「いじめ防止等の為の基
本的方針」が改訂され、「いじめ」の範囲が
広がり、認知件数が増えた。「いじめ問題対
策連絡協議会」を開催し、関係機関と連携
を図っている。

〈不登校の現状と対応〉
　不登校の要因は、学校や家庭生活上の問
題、本人の問題等が複雑に絡み合っている。
学級担任等が家庭訪問等を行い、子どもの
実態に応じた支援をしている。
　保健室等へ登校できるようにしたり、学校
以外での学習の機会を確保する等の支援体
制の充実に努めている。

教職員と保護者間の
情報共有の徹底を

高齢者福祉支援事業の周知を

◆意見
　高齢者には支援事業などの情報が届きにく
いと思われる。地域でどういう支援が受けら
れるか積極的に周知してほしい。

◆調査内容

◆調査内容

◆調査内容

◆意見

◆意見

　隠れたいじめを見つけ、意識して対策に当
たってもらいたい。
　いじめ、不登校は、いつ発生してもおかし
くないと捉え、対応を徹底されたい。

令和元年11月8日に
所管事務調査を実施しました。

備蓄している水を確認

高齢者福祉会議（東京にて）
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◆調査内容◆調査内容

◆調査内容
町営住宅の現状と
リフォーム計画について〔建設課〕

若手農業者の農業への取り組みについて
〔農政課〕

基盤整備による農地集積と
農業法人の現状について〔農政課〕

◆意見

◆意見

◆意見

詳しく調査！

Report

所管事務
調 査

産業建設常任委員会

早急に改善計画を

　町営住宅は、一定の所得水準に該当す
る住宅困窮者に、比較的安い家賃で住宅
を供給している。千畑地区に32戸、六
郷地区に123戸、仙南地区に34戸あり、
入居率は92.6％（令和元年10月31日現
在）となっている。
　しかし、耐用年数が経過していると判
断された住宅もあり、一部施設に老朽化
が顕著な状況がある。安全性確保のため
速やかに現地調査を行い、経年劣化の修
繕には対応している。

　一部に建設後30年から40年が経過し、
老朽化が著しい住宅がある。最適化計画
の立案と、公営住宅等長寿命化計画に基
づき早急に改善すべきである。

支援事業のＰＲを積極的により一層の支援・指導を

　若手農業者の育成のため農業研修を行
っており、過去５年間の修了者は５名で
ある。町では農業研修、新規就農者に対
する支援を積極的に行っている。
・農業次世代人材投資事業
・ミドル就農経営確立支援事業
・未来農業のフロンティア育成研修事業
・新規就農者経営安定支援事業
・新時代を勝ち抜く！農業夢プラン応援事業

　基幹産業である農業をさらに充実させ
るため、若手の新規就農者を確保すべき
である。そのため、支援事業の周知をよ
り積極的に図るべきである。

　過去５年間に基盤整備に取り組んだ地
区は５地区で、法人数は整備前の７法人
から整備後23法人になる予定である。

　現地調査では、素晴らしい法人による
複合経営の取り組みを視察した。基盤整
備と複合経営は、基盤整備に際しての要
件でもあり、やる気のある法人には一層
の支援・指導を図るべきである。

法 人 名／ＴＥＡＭ．Ｆｒｅｅｄｏｍ
代　　表／細井　千代文さん（千畑地区）
設立時期／平成20年10月から
営農部門／水稲・大豆・ネギ・ブドウほか

佐々木　和寛さん（千畑地区）
就農時期／平成30年４月から
営農部門／ネギ

鶴谷　紗基子さん（仙南地区）
就農時期／平成29年４月から
営農部門／水稲・ブドウ・オクラ

令和元年11月14日に
所管事務調査を実施しました。

仙南地区の住宅を視察

TEAM.Freedomの作業場を視察

鶴谷紗基子さんのほ場を視察

佐々木和寛さんの作業場を視察
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不採択としました 趣旨採択としました

◇陳情39号　医師養成定員を減らす政府方
針の見直しを求める意見書の提出について

　秋田県医療労働組合連合会　
執行委員長　石川洋基

◇陳情41号  ケアプラン有料化などの制度見
直しの中止、介護従事者の大幅な処遇改善、
介護保険の抜本的改善を求める陳情

　秋田県春闘共闘懇談会 代表委員 石川洋基
　秋田県労働組合総連合 議長 加賀屋俊悦

◇陳情42号　お金の心配なく、国の責任で、
安心してくらせる社会実現のための社会
保障制度の拡充を求める陳情

　秋田県春闘共闘懇談会 代表委員 石川洋基
　秋田県労働組合総連合 議長 加賀屋俊悦

◇陳情40号　介護従事者の全国を適用地域
とした特定最賃の新設に関する意見書の提
出について

　秋田県医療労働組合連合会　
執行委員長　石川洋基

〈教育民生常任委員長報告〉「今後の医療
需要の高まりとともに優れた人材の確保が
求められる」「医療の質を落とさないよう
医師を増やすべき」との意見があった。採
択３名、趣旨採択１名で「採択すべきも
の」とした。

〈教育民生常任委員長報告〉「労働条件を
抜本的に改善する必要性を感じる」「公平性
の観点からある程度の利用者負担は必要で
はないか」との意見があった。採択１名、趣旨
採択３名で「趣旨採択すべきもの」とした。

〈教育民生常任委員長報告〉「医療、介護、
年金、教育などすべてを国の責任でお願いす
るのは財政的にも無理がある」「『お金の心
配なく』『不公平税制を正す』と陳情の中に
ある文言に疑問がある」との意見があった。
採択１名、趣旨採択１名、不採択２名で「不
採択すべきもの」とした。

〈教育民生常任委員長報告〉「介護現場で
は離職者が多く、賃金を上げて介護職員を
確保する必要あり」との意見があった。出
席委員の全会一致で「採択すべきもの」と
した。

採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。 ○：賛成　●：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

議員名

深
沢

義
一

欠

番

鈴
木

正
洋

内
田

清
文

泉

美
和
子

森
元

淑
雄

髙
山

茂
雄

細
井

邦
男

熊
谷

良
夫

伊
藤

福
章

鈴
木

良
勝

村
田

薫

藤
原

政
春

深
澤

均

熊
谷

隆
一

澁
谷

俊
二

採　決　結　果

⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 不採択

⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 不採択

陳情第31号、陳情第34号　辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外、国外移転について、国民的
議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採択を求める陳情

陳情第42号　お金の心配なく、国の責任で、安心してくらせる社会の実現のため社会保障制度の拡充を求める陳情

 ◎令和元年第8回議会定例会（12/2～12/11）

12月定例会　請願・陳情

採択し意見書を提出しました

◇陳情第31・34号　辺野古新基地建設の即
時中止と、普天間基地の沖縄県外、国外移
転について、国民的議論により、民主主義及
び憲法に基づき公正に解決するべきとする
意見書の採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会　安里長従、外 6 名
全国青年司法書士協議会　会長　半田久之

◇陳情第44号　「深刻な医師不足、高齢化の
進行、公共交通機関の衰退など地方におけ
る公立・公的病院におかれている医療事情
の状況把握を欠いたまま、国の基準に基づ
き一方的な再編・統合は行わないこと」を国
に求める意見書提出の陳情書
秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺淳

◇陳情第36号　米軍普天間飛行場の辺野古
移設を促進する意見書に関する陳情

　宜野湾市民の安全な生活を守る会
　会長　平安座唯雄

〈総務常任委員長報告〉「沖縄県を分断す
るもので良くない」等の意見があった。出
席委員の全会一致で「不採択すべきもの」
とした。

〈総務常任委員長報告〉「国の基準で一方
的に病院の再編や統合を決めるべきではな
い」「患者はどこへ行ったらいいのか不安だ」
などの意見があった。出席委員の全会一致で
「採択すべきもの」とした。

〈総務常任委員長報告〉「沖縄県を分断す
るもので良くない」等の意見があった。出
席委員の全会一致で「不採択すべきもの」
とした。

12月定例会　請願・陳情

委
員
長
報
告
に
対
す
る
反
対
意
見

委
員
長
報
告
に
対
す
る
賛
成
意
見

泉
議
員
　
介
護
従
事
者
の
大
幅
な
処
遇
改
善
は
関
係
者
の

切
実
な
願
い
で
、看
護
現
場
で
の
人
手
不
足
の
改
善
に
つ
な

が
る
。そ
の
た
め
に
は
国
庫
負
担
大
幅
な
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
る
べ
き
で
、安
心
安
全
の
介
護
保
険
制
度
の
充
実
の
た

め
に
採
択
す
べ
き
だ
。

熊
谷
（
良
）議
員
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
の
廃
止
、介
護
保

険
の
軽
減
等
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険
の
健
全
な
財
政
運
営

の
た
め
に
自
己
負
担
も
必
要
な
こ
と
だ
。
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12
月
10
日
の
本
会
議
で
は
、
７
議
員
が
13
項
目
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
質
問
・
答
弁

の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。議題とは関係な
く、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、通告制が採
用されています。通告（質問の届け出）は、議員個人の判断によります。

◇マイナンバー制度について
◇国保税の引き下げを

内
う ち だ

田　清
きよふみ

文　議員

村
む ら た

田　　薫
かおる

　議員

森
もりもと

元　淑
よ し お

雄　議員

鈴
す ず き

木　正
まさひろ

洋　議員

深
ふかさわ

澤　　均
ひとし

　議員

髙
たかやま

山　茂
し げ お

雄　議員

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子　議員

◇美郷町の達成度について
◇美郷町を宣伝することについて

◇マイナンバーカードの取得に助成を
◇サポートカーに町の助成を

◇敬老会のあり方について

◇今後の湧太郎のあり方について

◇防災重点ため池について
◇クマによる人身被害の対応について

◇交流人口及び関係人口への取り組みについて
◇こどもの虐待について
◇熊の出没情報がある地域のスクールバスについて

村
むらた

田　薫
かおる

 議員

マイナンバーカード
取得に助成を

12月定例会

助成制度はなじまない町長

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
平
成
27
年
10
月
か
ら
制
度
化

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
令
和
2
年

か
ら
国
で
は
カ
ー
ド
新
規
取
得

者
に
５
０
０
０
円
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
と
発
表
し

た
。

　

こ
の
機
会
に
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
事
は
、
大
変
意
義
あ
る
こ

と
と
思
う
。
多
く
の
町
民
に
取

得
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
町

と
し
て
何
ら
か
の
助
成
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
町
長

の
考
え
は
。

町
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
方
法
に
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
4
種
類
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

の
方
法
で
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

負
担
は
発
生
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
提
案
の
助
成
制
度
は
な

じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

取
得
に
必
要
な
書
類
を
準
備

し
住
民
生
活
課
に
持
参
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
支
援
を
行
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

し
て
の
見
解
だ
が
、
国
で
推
進

し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
私
の

立
場
で
は
、
国
の
方
針
に
の
っ

と
り
適
切
に
推
進
す
る
。

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
購
入
等
に
補
助
を

国
の
判
断
を
待
つ

議
員　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
対
策

と
し
て
、
政
府
は
安
全
サ
ポ
ー

ト
車
等
の
購
入
に
か
か
る
費
用

を
補
助
す
る
方
向
で
調
整
し
て

い
る
と
聞
く
。
一
部
の
自
治
体

で
は
、
独
自
の
制
度
を
設
け
て

実
施
し
て
い
る
。
当
町
で
も
具

体
的
な
実
施
に
向
け
、
考
え
て

も
ら
い
た
い
が
、
町
長
の
考
え

は
。 町

長

町
長　
町
で
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
新
規
事
業
と
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
、
9
月
か
ら
検
討
し

て
き
た
。
し
か
し
、
国
か
ら
そ

の
制
度
の
概
要
が
伝
わ
っ
て
お

ら
ず
判
断
で
き
な
い
状
況
だ
。

国
の
制
度
内
容
が
固
ま
れ
ば
、

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。
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森
もりもと

元　淑
よしお

雄 議員

敬老会式典を１会場で

総合的に見直し検討する町長

深
ふかさわ

澤　均
ひとし

 議員

町内ため池の防災対策は
町長 新規15ヶ所を防災計画に追加

議
員　
敬
老
会
式
典
は
現
在
、

3
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

参
加
者
は
年
々
減
少
し
て
い
る

傾
向
に
あ
る
。
今
後
は
仮
称

「
美
郷
町
長
寿
を
祝
う
会
」
と

し
て
1
会
場
で
開
催
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
敬
老
会
式
典
の
参
加
者

減
少
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
要
因
が
あ
る
と
思
う
が
、
参

加
の
輪
が
も
っ
と
広
が
っ
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
開
催

方
法
や
内
容
の
再
検
討
が
必
要

な
時
期
に
来
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
は
会
場
や
式
典

の
あ
り
方
、
お
祝
い
品
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
交
通
手

段
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
近

隣
自
治
体
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
総
合
的
に
見
直
し
検
討
し

て
い
く
。

アトラクションを楽しむ皆さん
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議
員　
令
和
元
年
に
県
内
で
発

生
し
た
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害

は
14
件
、
被
害
者
数
は
16
人

と
、
前
年
の
２
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
。
突
然
襲
い
か
か
る
ク

マ
の
被
害
は
、
防
ぎ
よ
う
が
な

い
。
被
害
者
に
対
す
る
独
自
の

救
済
・
支
援
策
は
検
討
で
き
な

い
か
。

町
長　
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
通
常
の

医
療
保
険
制
度
を
活
用
し
て
治

療
を
し
て
ほ
し
い
。医
療
費
は
、

個
人
で
加
入
す
る
生
命
保
険
、

損
害
保
険
で
対
応
し
て
も
ら
う

し
か
な
い
。

　

偶
発
的
な
人
身
被
害
に
対
す

る
治
療
費
支
援
は
、
作
業
中
の

事
故
や
自
然
要
因
、
野
生
動
物

に
よ
る
も
の
等
、
幅
広
く
存
在

し
、
ク
マ
被
害
の
み
に
町
独
自

の
支
援
策
を
創
設
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
。
県
全
体
の
問
題
で

も
あ
る
た
め
、
県
に
も
救
済
・

支
援
策
を
確
認
し
た
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
だ
。

議
員　
平
成
30
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
決
壊
の

被
害
を
受
け
、
11
月
に
農
林
水

産
省
は
防
災
重
点
た
め
池
の
選

定
基
準
を
見
直
し
た
。
美
郷
町

内
の
た
め
池
の
現
状
と
再
選
定

の
結
果
は
。

　

ま
た
、
決
壊
時
の
浸
水
想
定

エ
リ
ア
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

美郷町の敬老会参加者推移
（
参
加
人
数
）

（
参
加
率
）

ク
マ
被
害
に
支
援
を

支
援
は
困
難

町
長

管理者 貯水ヶ所数 貯水量

仙北平野土地改良区 4 196,000～1,128,000m3

千畑土地改良区 22 1,000～30,000m3

仙南土地改良区 10 3000～702,000m3

個人管理 13 200～9,000m3

町内ため池の現状

一丈木ため池（ため池百選）

町
長　
美
郷
町
に
は
た
め
池
が

49
か
所
あ
る
。
こ
れ
ら
を
新
た

な
選
定
基
準
で
調
査
し
た
結
果
、

既
存
の
防
災
重
点
た
め
池
９
か

所
に
、
新
た
に
15
か
所
が
加
わ

っ
た
。
内
訳
は
、
千
畑
地
区
13

か
所
、
六
郷
地
区
２
か
所
、
仙

南
地
区
９
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
既
存
の
防
災
重
点
た

め
池
９
か
所
を
地
域
防
災
計
画

に
位
置
付
け
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
に
つ
い
て
は
県
が
来
年
度
、

浸
水
想
定
区
域
図
等
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
と

に
町
の
地
域
防
災
計
画
へ
の
位

置
づ
け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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議
員　
交
流
人
口
及
び
関
係
人

口
増
加
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
会
」
を
美
郷
町
で
開
催
し
て

は
ど
う
か
。
田
舎
に
帰
っ
て
来

る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
を
提
供

し
、
宿
泊
し
て
も
ら
っ
た
方
々

の
情
報
交
換
の
中
か
ら
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
情
報
が
得

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

髙
たかやま

山　茂
しげお

雄 議員

ふるさと会を美郷町で
開催しては

総会や役員会等に提案町長

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子 議員

マイナンバー制度は
見直すべき
町長 国の政策であることに理解を

議
員　
ク
マ
の
出
没
情
報
が
あ

る
地
域
の
通
学
バ
ス
運
行
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
柔
軟
な
運
用
を

求
め
る
。

教
育
長　
一
般
的
に
ク
マ
が
夜

行
性
動
物
で
あ
る
こ
と
、
児
童

生
徒
の
登
下
校
時
間
帯
に
通
学

路
に
出
没
情
報
が
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
段
階
で
は
特
別
な

議
員　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
、

住
民
に
対
し
正
し
い
知
識
と
正

確
な
情
報
を
提
供
し
て
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
守
る
意
識
の

醸
成
を
は
か
る
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

町
長
　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

守
る
意
識
醸
成
は
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
地
域
協
議
会
活
動
や

各
種
情
報
提
供
活
動
を
継
続
し

な
が
ら
、
地
域
住
民
の
意
識
向

上
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
各
般

の
機
会
を
通
じ
た
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

運
行
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
、

登
下
校
時
間
帯
に
出
没
情
報
が

あ
っ
た
場
合
は
、
柔
軟
な
対
応

を
検
討
す
る
。

議
員　
政
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
大
幅
な
普
及
推
進
の

た
め
の
具
体
策
を
打
ち
出
し
た
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
は
、

手
順
が
複
雑
な
上
、
パ
ソ
コ
ン

等
が
必
要
で
、
高
齢
者
や
低
所

得
者
に
は
不
向
き
だ
と
言
う
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
が
無

理
や
り
推
し
進
め
る
も
の
で
は

な
く
、
存
続
の
是
非
を
含
め
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
思
う

が
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

公
務
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
に
つ
い
て
、
実
質
的

に
義
務
化
に
な
る
と
報
道
さ
れ

た
。
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
か
。

町
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

立
法
府
で
充
分
に
議
論
し
て
制

定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
地
方

自
治
体
の
立
場
で
は
、
適
切
に

関
連
事
務
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

公
務
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
に
つ
い
て
は
、
強
制

で
は
な
く
個
々
の
職
員
の
判
断

に
委
ね
る
対
応
と
し
て
い
る
。

議
員　
令
和
元
年
度
、
資
産
割

を
廃
止
し
た
こ
と
で
、
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
た
が
、
ま
だ
ま
だ

重
税
感
が
あ
り
大
変
だ
と
い
う

住
民
の
声
が
あ
る
。
現
在
、
基

金
が
２
億
５
千
万
円
程
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
一
部
を
活
用

す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
新

年
度
か
ら
引
き
下
げ
る
よ
う
に

求
め
る
。

町
長　
国
保
税
資
産
割
を
廃
止

し
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等

割
を
据
え
置
い
た
た
め
、
国
保

税
の
負
担
軽
減
は
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
内
で

は
税
率
・
税
額
と
も
低
い
方
だ
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

「
安
定
的
か
つ
十
分
な
基
金
を

積
み
立
て
る
」
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る
。
町
で
は
保
険
給
付
費

の
２
ヶ
月
分
ほ
ど
を
目
安
に
し

て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
県

に
移
行
し
２
年
目
と
い
う
こ
と

で
、
事
業
費
納
付
金
の
動
向
や

標
準
税
率
に
つ
い
て
ま
だ
見
通

せ
な
い
状
況
で
あ
り
、
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
べ
き

ク
マ
出
没
時
の
通
学
バ
ス
の
運
行
は

啓
発
活
動
を
展
開

県
内
で
は
税
率
・
税
額
と
も
低
い
方
だ

柔
軟
な
対
応
を
検
討

町
長

町
長

教
育
長

東京で開催されたふるさと会総会

マイナポイントの取得には
パソコン等が必要

町
長　
ふ
る
さ
と
会
は
、
会
員

が
運
営
を
行
っ
て
お
り
町
主
催

と
は
な
ら
な
い
。
総
会
を
開
催

す
る
関
係
者
に
意
向
を
確
認
し

た
が
、
美
郷
町
で
開
催
し
た
い

意
見
が
あ
る
一
方
、
日
程
や
旅

費
負
担
な
ど
で
参
加
率
が
低
下

す
る
懸
念
が
あ
る
な
ど
の
意
見

も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、

提
案
の
地
元
開
催
に
つ
い
て
総

会
や
役
員
会
等
の
場
で
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。
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内
うちだ

田　清
きよふみ

文 議員

町政１５年間の達成度と
今後の課題は

満足度の向上に努める町長

鈴
すずき

木　正
まさひろ

洋 議員

湧太郎の売り場を
ワンフロアに
町長 現状では難しい

議
員　
美
郷
町
の
初
代
町
長
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
15
年
間
を

ど
う
思
っ
て
い
る
か
。
達
成
度

と
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
何
か
。

町
長　
達
成
度
を
平
成
29
年
度

実
施
の
「
美
郷
ま
ち
づ
く
り
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら
客

観
的
に
推
し
量
れ
ば
、
満
足
度

の
高
い
分
野
は
、
上
下
水
道
の

整
備
（
93
・
７
％
）
、
乳
幼

児
教
育
の
推
進
、
行
政
運
営

（
92
・
3
％
）
と
な
る
。

　

一
方
、
満
足
度
の
低
い
分
野

は
工
業
振
興
（
84
％
）
、
生
活

の
安
全
性
の
向
上
（
85
・
2

％
）
、
労
働
・
雇
用
対
策
の
推

進
（
86
・
7
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

　

住
み
心
地
は
「
住
み
や
す

い
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
住

み
や
す
い
」
が
93
・
1
％
で
平

成
26
年
の
調
査
よ
り
1
・
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
、
定
住
意
向
に
つ

い
て
は
「
今
の
場
所
に
住
み
続

け
た
い
」
が
85
・
4
％
で
１
・

１
ポ
イ
ン
ト
増
加
、
町
へ
の
愛

着
・
誇
り
に
つ
い
て
は
「
感

じ
る
」
「
少
し
は
感
じ
る
」
が

91
・
2
％
で
1
・
4
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。

　

町
民
満
足
度
の
向
上
が
自
治

体
に
は
大
切
で
、
今
後
も
総
合

計
画
に
の
っ
と
り
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

美
郷
町
独
自
の
魅
力
と
は

議
員　
町
長
が
考
え
る
美
郷
町

独
自
の
魅
力
と
、
そ
の
売
り
込

み
方
法
は
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
秋
田
県
美
郷
町
」
の
文

字
配
色
の
意
味
合
い
と
、
ネ
ッ

ト
検
索
へ
の
対
応
は
。

町
長　
独
自
の
魅
力
は
、
美
郷

雪
華
を
は
じ
め
、
松
杉
並
木
、

湧
水
群
、
坂
本
東
獄
邸
、
酒
蔵

跡
を
活
用
し
た
湧
太
郎
、
飛
翔

館
や
リ
リ
オ
ス
、
六
郷
の
カ
マ

ク
ラ
行
事
、
さ
ら
に
民
間
企
業

と
の
連
携
や
タ
イ
王
国
と
の
交

流
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
に
存
在
す
る
自
然
環
境
、

人
も
す
べ
て
が
競
争
力
の
あ
る

当
町
な
ら
で
は
の
魅
力
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
率
直
か
つ
誠
実
に
、

熱
意
を
も
っ
て
伝
え
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
文
字
配
色

に
つ
い
て
は
、
青
色
は
「
水
の

郷
」
、
緑
色
は
「
豊
か
な
自

然
」
、
赤
色
は
「
明
る
い
未

来
・
成
長
の
橙
色
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
活
力
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
検

索
へ
の
対
応
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
情
報
の
発
信
と
更
新
を
適

切
な
時
期
に
行
う
よ
う
努
め
て

い
る
。

議
員　
平
成
31
年
３
月
策
定
の

「
公
共
施
設
等
の
管
理
運
営
に

関
す
る
最
適
化
構
想
」
で
、
商

工
会
の
事
務
所
を
湧
太
郎
に
移

す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
優
先
す
べ
き
は
、

複
合
的
商
業
施
設
と
し
て
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

１
階
の
小
売
ス
ペ
ー
ス
を
ワ
ン

フ
ロ
ア
に
改
装
し
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
品
を
並
べ
る
売
り
場
と

し
て
は
ど
う
か
。

　

湧
太
郎
と
六
郷
地
区
の
商
店

街
が
共
に
繁
栄
し
て
い
く
よ
う

に
、
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
湧
太
郎
に
は
、
町
民
が

集
い
交
流
す
る
場
と
、
町
の
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
の
ふ
た
つ

の
役
割
が
あ
る
。

　

町
民
交
流
の
役
割
と
し
て
は
、

各
テ
ナ
ン
ト
、
ホ
ー
ル
等
の
提

供
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
創
出
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。

　

観
光
拠
点
施
設
と
し
て
は
、

観
光
客
の
受
入
れ
や
町
の
魅
力

発
信
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。　
　

　

空
き
テ
ナ
ン
ト
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
「
あ

き
た
美
郷
づ
く
り
株
式
会
社
」

と
検
討
し
た
結
果
、
「
手
づ
く

り
工
房
湧
子
ち
ゃ
ん
」
で
行
っ

て
い
る
特
産
品
販
売
の
一
部
機

能
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

ワ
ン
フ
ロ
ア
化
へ
の
改
装
は

現
状
で
は
難
し
い
。
水
文
館
は
、

今
後
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
議
員
の
提

案
は
今
後
の
参
考
と
し
て
受
け

止
め
、
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
の
中

心
施
設
と
し
て
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
創
出

の
場
と
し
て
、
利
活
用
の
検
討

を
重
ね
て
い
く
。

自
然
も
人
も
、
全
て
が
魅
力

町
長

令和元年11月に新しくなった町ホームページ

１月10日にオープンした湧太郎の「美郷屋」
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１
日
目
【
美
里
町
】

　

美
里
町
議
会
で
は
、
議

員
全
員
が
所
属
す
る
「
行

財
政
・
議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会

は
２
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
お
り
、
議
会
運
営
や

委
員
会
活
動
、
情
報
公
開
、

一
般
質
問
な
ど
に
関
し
て
、

例
規
の
改
正
や
取
り
決
め

を
行
う
な
ど
、
各
般
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

最
近
で
は
通
年
議
会
の

導
入
や
議
員
定
数
、
議
員

報
酬
の
検
討
な
ど
に
よ
っ

て
、
議
会
の
存
在
意
義
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
町

議
会
運
営
委
員
会
研
修

議
会
広
報
常
任
委
員
会
研
修

日
程
：
令
和
元
年
11
月
20
・
21
日

場
所
：
宮
城
県
美
里
町
・
利
府
町

日
程
：
令
和
元
年
11
月
６
・
７
日

場
所
：
宮
城
県
大
和
町
・
色
麻
町

民
に
対
し
議
会
や
議
員
の

基
本
姿
勢
を
示
す
も
の
で
、

議
会
の
最
高
規
範
と
し
て

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
自
由
討
論
の
導

入
や
参
考
人
の
活
用
な
ど
、

活
性
化
に
向
け
て
先
進
的

な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

く
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
所
管
事
務
調
査

で
は
常
任
委
員
会
ご
と
に

研
究
調
査
テ
ー
マ
と
期
間

を
定
め
、
継
続
的
に
調
査

を
行
い
、
課
題
の
整
理
や

解
決
に
向
け
て
報
告
書

（
提
言
）
と
し
て
ま
と
め

て
い
ま
す
。

２
日
目
【
利
府
町
】　

　

利
府
町
議
会
で
は
、
定

数
18
人
中
８
人
が
所
属
す

る
「
議
会
活
性
化
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

情
報
公
開
を
重
点
事
項

に
掲
げ
、
議
会
報
告
会
の

開
催
や
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
の
配
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
議
会
を
傍
聴
し
て
い
な

い
住
民
に
対
し
て
も
傍
聴

し
た
の
と
同
程
度
の
情
報

を
提
供
す
る
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
し
て
お
り
、
「
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
９
年
連
続
ト
ッ

プ
10
入
り
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
傍
聴
者
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
配
布

し
て
い
た
議
案
一
覧
表
や

一
般
質
問
通
告
書
等
に
加

え
、
予
算
書
や
決
算
書
、

主
要
成
果
説
明
書
の
貸
し

出
し
も
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
は
、
動
画
配
信
サ
イ

ト
を
活
用
し
、
町
民
の
関

心
を
高
め
て
い
ま
す
。

1
日
目
【
大た

い
わ和
町ち

ょ
う】

　
第
29
回
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
優
良
賞
8
位
入
賞

特
徴
：
定
例
会
の
概
要
を

掲
載
し
て
、
そ
の
中
か
ら

特
に
重
要
な
議
案
を
大
き

く
掲
載
す
る
こ
と
で
、
読

者
の
関
心
を
引
き
出
す
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
は
、
簡
潔

に
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

　

編
集
に
際
し
て
の
留
意

点
と
し
て
は
町
民
目
線
を

意
識
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
見
出
し
や
写
真
を

使
っ
て
、
読
み
た
く
な
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

専
門
用
語
や
カ
タ
カ
ナ
用

語
は
多
用
せ
ず
、
小
学
生

住
民
の
関
心
と
理
解
を
ど
う
引
き
出
す
か

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

目
的

目
的

に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な

言
葉
づ
か
い
で
文
章
を
ま

と
め
て
い
ま
し
た
。
児
童

生
徒
の
写
真
を
掲
載
す
る

場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の

許
可
を
も
ら
っ
て
か
ら
使

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て

2
日
目
【
色し

か
ま麻
町ち

ょ
う】

特
徴
：
町
民
の
関
心
度
が

高
い
と
思
わ
れ
る
議
案
を

中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
し

た
。
公
平
、
中
立
的
な
立

場
で
客
観
的
に
編
集
し
て

い
ま
す
。
一
般
質
問
の
掲

載
は
１
人
2
問
ま
で
と
し
、

写
真
は
１
件
に
つ
き
１
枚
、

原
稿
は
質
問
者
が
作
成
し

ま
す
。
見
出
し
を
重
視
し

興
味
を
引
く
表
現
を
用
い
、

記
事
内
容
が
容
易
に
推
察

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
し
た
。

ま
と
め
：
県
内
で
は
高
い

評
価
を
得
て
い
る
「
み
さ

と
議
会
だ
よ
り
」
だ
が
、

他
県
と
の
比
較
で
は
ま
だ

ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
思
い

切
っ
た
斬
新
な
改
善
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

は
、
質
問
者
が
原
稿
を
書

い
て
関
連
写
真
も
用
意
し

て
い
ま
し
た
。

　

紙
面
全
般
の
感
想
と
し

て
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷

で
写
真
を
大
き
め
に
使
っ

た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
個
性
的

で
と
て
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

たいわ町議会だより
［令和元年8月1日号］
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秋
田
魁
新
報
の
美

郷
町
駐
在
員
で
あ
る

佐
藤
亮
真
記
者
か
ら
、

紙
面
づ
く
り
に
関
し

て
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

新
聞
の
読
者
は

『
①
見
出
し
②
写
真

（
表
）
③
文
章
』
の

順
番
で
紙
面
に
目
を

通
す
そ
う
で
す
。
文

章
を
読
ま
な
く
て
も

内
容
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
工
夫
を
重

ね
て
紙
面
を
作
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
」
の
ま
と
め
方

に
つ
い
て
は
、
「
文
字
が
多
い
の
で
、
本
文
を
読
む
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
予
算
の
項
目
名
と
金
額
を
一

覧
表
に
ま
と
め
て
お
け
ば
、
多
く
の
人
が
目
を
通
す
よ

う
に
な
り
ま
す
」
と
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

取
材
の
コ
ツ
に
つ
い
て
は
「
雑
談
で
気
持
ち
を
ほ
ぐ

し
て
も
ら
い
ま
す
。
相
手
に
興
味
を
持
っ
て
話
を
聞
く

こ
と
が
大
事
で
す
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

みさと
議会だより 

第61号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	 今回の表紙は美郷中男子〇〇部

【問２】 	一般会計決算の歳出は〇〇〇億円

◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方々が当選しました。

→　【正解】115

　髙橋 久美子 様　鈴木 みよ子 様　武藤 節子 様

→　【正解】卓球

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、令
和
元
年
度
に
で
き

た
新
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。10
人
の
部
員
は
、

全
員
が
１
年
生
。週
に
３
・
４
回
、多
目

的
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
に
は
、タ
イ
の
生
徒
た
ち
を
迎
え

る
集
会
を
企
画
し
、進
行
役
を
務
め
ま

し
た
。英
語
と
日
本
語
に
よ
る
司
会
の

他
、投
影
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
準
備
な
ど
、

沢
山
の
仕
事
を
皆
で
協
力
し
て
こ
な
し

ま
し
た
。タ
イ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料

は
、先
生
た
ち
に
も
好
評
で
し
た
。

　
「
活
動
の
幅
を
広
げ
て
、地
域
の
役
に

立
て
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
」と
語
る

部
長
の
田
丸
舞
さ
ん
で
し
た
。

（
取
材
・
鈴
木
正
洋
）

 第2回  ムチューデント 美郷中 インターアクト部
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◆
主
な
経
歴

　

六
郷
町
議
会
議
員

（
平
成
３
年
５
月
～
平
成
16
年
10
月
）

　

美
郷
町
議
会
議
員

　

（
平
成
16
年
11
月
～
）

秋
田
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周
年
記
念
表
彰

熊谷 良夫議員
議員在職28年

泉 美和子議員
議員在職29年

◆
主
な
経
歴

六
郷
町
議
会
議
員

（
昭
和
63
年
６
月
～
平
成
16
年
10
月
）

美
郷
町
議
会
議
員

（
平
成
16
年
11
月
～
平
成
19
年
３
月
）

美
郷
町
議
会
議
員

（
平
成
21
年
10
月
～
）

◆
主
な
経
歴

　

仙
南
村
議
会
議
員

　

（
平
成
元
年
９
月
～
平
成
16
年
10
月
）

　

美
郷
町
議
会
議
員

　

（
平
成
16
年
11
月
～
）

　

美
郷
町
議
会
議
長

　

（
平
成
17
年
10
月
～
平
成
21
年
９
月
）

伊藤 福章議員
議員在職30年

よ
う
こ
そ
美
郷
町
へ

「
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
」
の
一
行
８
名
が
研
修
の

た
め
本
町
議
会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
正
・
副
議
長
、
産
業
建
設
委
員
長
並

び
に
千
畑
土
地
改
良
区
理
事
長
、
同
事
務
局
長
及
び

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
千
畑
代
表
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
ほ
場
整
備
・
集
落
営
農
等
の
取
組

に
つ
い
て
。
説
明
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
当
時
の
減

反
政
策
や
米

価
下
落
と
将

来
展
望
が
見

出
せ
な
い
状

況
の
な
か
関

係
者
の
同
意

を
取
り
付
け

奮
闘
し
た
実

例
を
も
と
に
、

活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

山
形
県
最
上
町
議
会（
11
月
27
日
）

　

大
川
清
一
さ
ん
（
寺
田
）
は
、
10
年
以
上
に

渡
り
、
鳥
海
山
を
は
じ
め
北
東
北
３
県
の
風
景

を
撮
影
し
続
け
て
い
る
写
真
家
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
四
角
い
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
に

収
め
る
か
を
常
に
考
え
て
い
る
そ
う
で
、
時
に

は
雪
穴
を
掘
っ
て
１
週
間
近
く
山
に
こ
も
り
、

瞬
間
を
捉
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
撮
影
さ

れ
た
１
０
０
枚
を
超
え
る
美
し
い
写
真
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
撮
影
の
極
意
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
撮
影
は
朝
方
や
夕
方
が
よ
く
、
特
に
取

材
写
真
は
対
象
物
の
大
き
さ
な
ど
を
他
と
比
較

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
広
角
ぎ
み
に

撮
っ
て
必
要
な
箇

所
を
ト
リ
ミ
ン
グ

し
た
り
、
違
う
角

度
か
ら
複
数
枚
撮

影
し
後
に
編
集
す

る
方
法
も
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

議
会
広
報
研
修 

（
1
月
8
日
）

講
師
・
大
川
清
一
さ
ん

議
会
広
報
研
修 （
12
月
25
日
）

講
師
・
佐
藤
亮
真
さ
ん
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研

修

報

告

表
彰・ム
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・ク
イ
ズ
の
答
え



お問合せ

フラダンススクール
代　表：福田　友子
会　場：中央ふれあい館
連絡先：080-3274-4505（福田）

●次回定例会は、3月上旬を予定しています。
　日程は２月15日発行の「お知らせ版」をご覧ください。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

令和２年3月15日（当日消印有効）

○の中だけお答えください

問1

問2

みさと議会だより 第62号
28

美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

【印刷・製本】株式会社アイ・クリエイト

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を
書いてお送りください。正解者の中から抽選で
３人の方に粗品を差し上げます。また、議会
へのご意見をお待ちしております。

vol.57
シリーズ

～フラダンス～～フラダンス～
健康でキレイに

今回の表紙は美郷中○○○○○
○○部

12月定例会で一般質問をした
議員は○人

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
練
習

を
見
学
し
な
が
ら
、
福
田
友
子
先

生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
踊
り
を
覚
え
る
と
い
う
よ
り

は
、
運
動
が
目
的
で
来
て
く
れ
る

人
が
多
く
、
月
に
１
回
の
サ
ー
ク

ル
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
愉
快
な
仲
間
が
で
き
る

場
所
で
す
よ
」

　
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
皆
で
繰
り
返

し
、
体
で
覚
え
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
踊
る

だ
け
で
骨
盤
が
キ
レ
イ
に
整
う
そ

う
で
す
。

　
現
在
会
員
数
は
、
15
名
ほ
ど

で
、
50
代
か
ら
80
代
ま
で
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

　
「
健
康
で
笑
っ
て
毎
日
を
過
ご

す
」
を
目
的
と
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
上
手
に
踊
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
い
の
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　
第
３
土
曜
日
に
中
央
ふ
れ
あ
い

館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

（
取
材
・
髙
山
茂
雄
）

ふくだ ともこ


